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安定である.低いfo2低温度ではマグネタイト十ヴ

ォラストナイトヴォラストナイト十Kirschsteinite

(CaFeSiO{)とKirschsteinite+Xonot1ite(Ca6Si6017

(OH)2)にたるらしい.また高温側ではマグネタイト

十ヴォラストナイト十〇｡に分解する.およそ400℃以

下ではハイドロアンドラタイトが彼によって合成され

たのも最初であろう.

最近ザクロ石で面白いことがわかりつつある.一少し

そのことにふれてみよう.まづ第1に1968年メｰスン

(B･MムsoN)は隈石の中からMg3Fe2+3Si.01｡という化

学組成をしめすザクロ石をみつけたことがある.第2

に同年ニクソン等(NIxoNandHo弧UNG)はMg3Cr2

Si.0｡｡という組成をもつザクロ石を南阿のキンバライト

の中よりみつけた.もっとも後者のCrの入ったもの

は完全た端成分を発見したものではたくパイロｰプ

ｰウパロバイトの固溶体をみいだし端成分の発見の可

能性が充分にあることを指摘しKnoningiteという新

しい名前をつけた.そうして考えてみると実は1952

年にファｰマス(F･H.S,V巫肚ム竃)はMn.Fe｡十sSi.O､｡

の化学組成をもつザクロ石にCo1deriteという名をつけ

また仮想的た分子としてSkiagiteFe3+2Fe2+3Si.012と

いうものも音から考えられていた.こうたってくると

ハイラルスバイト系列のザクロ石とウクランタイト系列

のザクロ石の間にも固溶体が存在するらしいことがうか

がいしることができる.

1968年伊藤順と一フロンデノレ(C,FRoND肌)はグロシ

ュラｰノレとスペサルタイトの間は連続固溶体であること

を実験的に合成でたしかめた.いま筆者はこのMnを

Feにおきかえたグロシュラｰルとアルマンディンの間
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グロシュラｰルの安定領域とH20存在下での溶融関係

(;一ダｰニュｰトンのデｰタを比較のためしめした)

の関係をしらべているがどうやら固溶体の可能性が大

きい.このようにたがめるとザクロ石の固溶体は今ま

で考えられていたよりもっともっと複雑であることが

予想される.最近メスバウアｰスペトグルによって鉄

を含む鉱物のFeの電荷配位などをきめる仕事が多く

おこな一われるように在ってきた.ごく最近筆者はSk㌧

agiteMo1ecu1eを含むザクロ石(アンドラタイト)を発

見したのでザクロ石の固溶体問題については高圧合

成のデｰタの蓄積とともに興味ある問題カミひらかれて

いくように考えられる.

(筆者は北海道大学理学部地質学鉱物学教室)
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